
令和４年度　江戸川区立第二葛西小学校　学校関係者評価　最終評価用報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・「運動意欲の向上」に向けた
取組の実施・充実

・毎週３０分間の全校運動遊び及び元気アップ
タイムの実施
・学校隣接の公園を活用した遊び場の拡充
・アスリートによる授業やパラスポーツ体験の実
施

・体力を高めようとしているという児童９０％以上
・子どもはよく身体を動かしているという保護者６０％以上
・体力向上に向けた取組が推進されているという教員９
０％以上

Ｂ Ｂ

・体力を高めようとしているという児童は８
３％、よく身体を動かしているという保護者は
６４％、体力向上に向けた取組が推進されて
いるという教員は８１％であった。
・取組は順調に進めたが、体力調査の結果
等には表れていない。

Ｂ

・放課後、クラブチーﾑ等で運動して
いる子どそうでない子の差が大きい
のではないか。
・学校で運動できる時間は限られて
いる。家庭や地域と連携した仕掛け
のようなものができるとよい。

・多様な活動に触れることができる
場、機会の充実について検討・実現
を進めていく。
・体力の現状や向上の取組などにつ
いての家庭等への発信を強化する。

・読書を通じた探究的な学習
の実施・充実

・学校図書館スーパーバイザーによる指導を取
り入れた「調べる学習」の実施
・朝読書及び毎週３０分間の読書活動の実施
・地域図書館との連携充実

・本をよく読むという児童８０％以上
・子どもは本に親しんでいるという保護者６０％以上

Ｂ Ｂ

・本をよく読むという児童は６０％、本に親し
んでいるという保護者は５３％であった。
・講師を招き「調べる学習」などについて研修
を深め、実践に活かすことができた。

Ｂ

・地域図書館のサテライトをもっと活
用する方策はないだろうか。
・図書館がさまざまな形でもっとオー
プンになっていくとよい。

・「調べる学習」を着実に定着させ、
充実を図っていく。
・家庭との連携方策について検討し
ていく。

・タブレット端末を活用した授
業の充実
・校務の効率化の推進

・タブレット端末を活用した指導事例の蓄積及
び整理
・タブレット活用ルールに基づく情報モラルの育
成
・校務の一層の効率化、ペーパーレス化の推
進

・ＩＣＴを活用した授業が行われているという教員９０％以
上
・タブレット端末の活用が進められているという保護者８
０％以上
・紙媒体での資料、配付物等を前年度比で３０％以上
削減

Ｂ Ｂ

・ＩＣＴを活用した授業が行わているという教
員は８４％であった。
・活用は進んでいるが授業改善としては今一
歩である。
・学校だより等のデータ配信によるペーパー
レス化が定着してきている。

Ｂ

・苦手な教員への支援などをていね
いに進めていってはどうか。
・子どもたちの方が先に進んでいく
部分もあるかもしれない。トラブルの
防止にも気を付けてほしい。

・授業支援ソフトや学習ドリルの導入
に伴い、活用の充実を進めていく。
・活用ルールの徹底を図っていく。
・ペーパーレス化をより一層推進す
る。

・子どもたちの健全育成に向
けた取組

・ＱＵテストや各種アンケートによる児童の実態
把握とそれに基づく指導の推進
・友だちのよさを見つける取組の推進
・低学年からの基本的生活習慣の系統的な育
成をめざした学校独自のプログラムの作成
・スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカーとの連携強化

・学校が楽しいという児童９０％以上
・進んであいさつをしているという児童８５％以上
・子どもは約束やきまりを守って生活しているという保護
者８０％以上
・子どもはあいさつや返事をしているという保護者９０％
以上

Ｂ Ｂ

・学校が楽しいという児童８７％、進んであい
さつをしているという児童７８％、きまりを守っ
ているという保護者は８１％、あいさつや返事
をしているという保護者は７９％であった。
・スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカー、関係機関と連携して対応している
事例が増えた。

Ａ

・９０周年も子どもたちの心に残るも
のになったのではないか。学校が楽
しい、この学校で学んでよかったと
感じる学校であり続けてほしい。
・地域の大人のかかわりも大きい。
子どもたちに進んでかかわる機運を
高めたい。

・「何でも学校に」という雰囲気を改善
していきたい。そのためにも家庭への
積極的な情報発信や働きかけ、関係
機関や地域との連携強化などに取り
組んでいく。

・特別活動や道徳を中心とし
た豊かな心の育成の推進

・委員会活動や係・当番活動、異学年交流な
どの再開・充実
・感染防止に配慮した周年行事、音楽会の実
施

・学校が楽しいという児童９０％以上
・当番や係をしっかりやっているという児童９０％以上
・子どもの友人関係は良好であるという保護者９０％以上 Ｂ Ｂ

・学校が楽しいという児童８７％、当番や係を
しっかりやっているという児童９０％、子どもの
友人関係は良好という保護者は８７％であっ
た。

Ａ

・素直な子どもたち、子どもらしい子
どもが多いと感じる。引き続き深刻な
いじめなどの状況が生まれないよう
に取り組んでほしい。

・子どもたちの自主的な活動を支援
するような形を充実させたい。
・多様なかかわりの場を充実させた
い。

教育活動の改善・充実に向け
た学校関係者評価の実施・改
善

・学校評価の一環として行う児童、保護者、地
域、教職員へのアンケート調査の実施
・運動会等の行事への保護者アンケートの実
施と公開

・学校のホームページの毎日の更新
・学校の様子がわかりやすく伝えられているという保護
者９５％以上 Ａ Ａ

・学校の様子が伝えられているという保護者
は８８％であった。
・ホームページの毎日の更新を継続し、内容
の充実を図り好評を得た。

Ａ

・学校の様子がよくわかる。
・周年の取組もよい発信になってい
たのではないか。行事の公開も工
夫していただきありがたい。

・学校評価を踏まえ、次年度の学校
経営方針、教育課程の編成等を進
める。オンラインアンケートの回収率
を上げたい。

自分の身体、命を自分で守る
力の育成

・新型コロナウイルスへの感染防止の徹底
・さまざまな災害を想定した訓練の実施
・警察等と連携したセーフティ教室、薬物乱用
防止教室などの推進

・健康や安全に気を付けて生活しているという児童９０％
以上
・新型コロナウイルス感染症に配慮した教育活動、学校
運営が進められているという保護者９０％以上

Ａ Ａ

・健康や安全に気を付けているという児童９
０％、コロナに配慮しているという保護者は８
９％であった。
・配慮しつつ教育活動を安全に展開した。。

Ａ

・コロナの感染防止、対応によく取り
組んでいただいている。
・学校が引き続き安心・安全であるよ
うよろしくお願いしたい。

・通常の学校運営、教育活動の実現
に向けた配慮を進めていく。
・防災、防犯、交通安全の取組を計
画に進めていく。

学校や地域を愛する心の育成 ・記念誌作成、記念集会・記念式典の実施、校
内環境の整備・充実
・ＰＴＡやおやじの会によるイベントの再開・充
実

・行事が適切に進められているという保護者９５％以上

Ａ Ａ

・行事が適切だったという保護者は９６％で
あった。音楽会も好評を得た。
・９０周年事業を充実した形で進めることがで
きた。

Ａ

・周年の取組はとても円滑に進める
ことができた。保護者、関係者、地
域も大変満足している。

・子どもたちが学校、地域への愛着を
高められる取組をさらに進める。
・おやじの会、ＰＴＡのイベント等を円
滑に進める。

「学校における働き方改革プ
ラン」に基づく取組の実施

・月２回の定時退勤日の設定
・会議等の効率化、組織改革の一層の推進

・全教職員の月残業時間５５時間以下
Ｂ Ｂ

・全体としては昨年度より残業時間が減って
きているが、月によっては多い状況がある。 Ｂ

・学校、教職員をどのように応援す
ればよいか遠慮なく言ってほしい。

・校務の効率化と円滑な学校運営の
バランスを上手くとっていきたい。

教員研修の充実 ・思考力の向上をめざした研究の推進
・若手教員の組織的な育成

・全教員の年２回の授業公開の実施
・資質・能力の向上に努めているという教員８０％以上 Ｂ Ｂ

・資質・能力の向上に努めているという教員９
８％であった。 Ｂ

・若い教員も多いようだが、力を付
け、伸ばすよう期待している。

・次年度に向け、校内研究、若手研
修の改善などを検討していく。

学校教育目標
じょうぶな子　思いやりのある子
考える子　　　やりぬく子
＊重点：自ら進んで取り組む

保護者・地域の理解と協力を得て、子どもたちに確かな力を育み、信頼と誇りのもてる学校
自分から進んで確かな学力、豊かな心、健やかな身体を身に付け高めようと取り組む子ども
より質の高い授業、教育活動をめざし、子どもに寄り添い、子どもの喜びや悲しみを自分の喜びや悲しみにできる教師

前年度までの
学校経営上の
成果と課題

＜成果＞「感染防止に配慮している」という保護者が９３％であったように、新型コロナウイルス感染症への対応を適切に進めながら、学校運営、教育活動をできる限り円滑に進めることができた。また、学校の様子について、公開やホームペー
ジ、たよりなどを通して積極的に発信し、保護者、地域の理解を得ることができた。
＜課題＞タブレット端末の活用が進みつつあるものの学年・学級間の差がみられていおり、系統的な指導を確立していく必要がある。配慮を要する指導や不登校傾向の児童への対応について、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー
カーと連携した対応が必要である。時間外勤務が月５５時間を超える教員が２０％程度おり、学校組織としてのさらなる業務改善が求められる。

読書科の更なる充実

自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた
改善策

いきいきと
学ぶ学校
づくり

確かな学力の向上 ・７つの主な事業（取組）に対
しての学校の組織的な対応に
よる取組の実施・改善・充実
＊７つの主な事業(確かな学
力向上推進プランの実施・改
善、小学校における教科担任
制の導入、学力向上のための
補習の充実　他)

・週１回の全校百マス計算の実施
・学校と民間による放課後補習の実施
・５，６年社会、理科での教科担任制や各学年
での交換授業の実施
・低学年からの学習習慣の確立と基礎学力の
系統的な育成をめざした学校独自のプログラム
の作成

・学力を高めようとしているという児童９０％以上
・学習によく取り組んでいるという保護者８０％以上
・授業の工夫がなされているという教員９０％以上

Ｂ Ｂ

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標

・学力を高めようとしているという児童は８
８％、学習によく取り組んでいるという保護者
は７８％、授業の工夫がなされているという教
員は８９％であった。
・全校百マス計算、放課後補習、教科担任
制及び交換授業を計画通り実施した。Ｃ層、
Ｄ層の改善がなかなか図られない。
・思考力向上に向けて取り入れた思考
チャートの活用が進んできている。

Ｂ

・学校の工夫や努力が認められる。
学力調査の結果に表れるなどする
には一定の時間が必要であり、粘り
強く取り組んでほしい。
・家庭へのはたらきかけは重要であ
る。学習する習慣を身に付けるよう
にさせたい。

・学力の層に応じた取組を検討して
いく。朝学習や放課後補習を含め、
層に応じた対策を講じていく。
・授業支援ソフト等が導入されること
を受け、より個別最適な学習が実現
されるよう積極的な活用を進めてい
く。
・家庭学習の充実に向けた取組、支
援を強化する。

体力の向上

・不適応児童への支援をより組織的・
計画的に充実させていく。特に目標
の設定と達成状況の把握・分析に力
点を置く。
・交流・共同学習のさらなる拡充をめ
ざしていく。

デジタル技術の活用の
推進

特別支援
教育の推進

共生社会の実現に向け
た教育の推進

・ユニバーサルデザインの視
点を取り入れた個に応じた指
導の充実
・エンカレッジルームの活用促
進
・副籍交流、交流及び共同学
習の充実

・おおぞら学級での指導の充実
・巡回指導や特別支援教室専門員の活用、エ
ンカレッジルームの活用、日本語指導員や日
本語教室との連携
・副籍交流及び通常の学級と特別支援学級の
交流の充実

・配慮を要する児童への支援が適切だという教員９０％
以上

子どもたちの健全育成

豊かな心の育成

Ｂ Ｂ

・配慮を要する児童の支援が適切だという教
員は７８％であった。
・特別支援学級の児童が通常の学級の図工
の授業を受けるなどの取組が進んだ。
・巡回指導を受ける児童が増えているが、退
級につなげることがなかなか難しい。

Ｂ

・保護者の多様な要望等に応えて
いくのは大変だと思う。教員の負担
を軽減できるような手立てはない
か。
・地域の活動などにももっと参加でき
るようになるとよいが。

学校と家庭、
地域、関係機
関との連携強
化

学校関係者評価の充実

安心・安全な学校づくり
の推進

開校９０周年記念事業
の推進

特色ある
教育の展開

「学校における働き方改
革プラン」

教職員の資質・能力の
向上


